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食道癌肉腫の2例

安部達也、林裕二、加藤弘明、山崎成夫、田辺 康、草野
真暢、大原正範、岡安健至、細川正夫、目良清美、高正光
春、清水勇一、河原崎暢、中里友彦、塚越洋元、藤田昌宏



食道癌肉腫は食道に原発する悪性腫傷の中でポリー

プ状の外観を呈し，癌と肉腫様成分との両者の所見を

伴う稀な腫傷である。今回われわれは食道癌肉腫の２

症例を経験したので報告する。

症例１
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食道癌肉腫の２例
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症例１は62歳男性。主訴は胸痛。胸部中部食道に隆起性病変を認め，生検にて低分化型

肩平上皮癌と診断，右開胸開腹胸部食道全摘，胃管を用いた胸骨後経路による頚部食道胃

吻合術を施行した。病理組織検査で‘いわゆる癌肉腫,と診断された。症例２は54歳男性。

主訴は臓下困難｡胸部上部食道に隆起性病変を認め，生検にて低分化型肩平上皮癌と診断，

右開胸開腹胸部食道全摘，胃管を用いた胸骨前経路による頚部食道胃吻合術を施行した。

病理組織検査で真性癌肉腫と診断された。

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：食道，癌肉腫

の肉腫様細胞で占められ，篇平上皮癌巣が散在してい

た。肉腫様部分が癌細胞の紡錘化により生じたと思わ

れる移行像を認め，いわゆる癌肉腫と診断された。深

達度はｍｐ，リンパ節転移を＃左１０６，＃１０７に認め，

肩平上皮癌，肉腫様部分の双方の成分の転移を認めた。
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患者は62歳男性。主.訴は胸痛。食道造影にて1ｍに

長径約９ｃｍの隆起性病変を認め，上部消化管内視鏡

検査にて門歯から28ｃｍに食道内腔を占拠する有茎性

の腫痛を認めた(図１)。生検の結果，低分化型肩平上

皮癌と診断され，右開胸開腹胸部食道全摘，胃管を用

いた胸骨後経路による頚部食道胃吻合術を施行した。

手術所見はAoN2MoPloStageⅢであった。

切除標本(図２）：1ｍに長径8.5×横径5.5×高さ3.5

ｃｍのｌｐ型病変を認めた。

病理組織所見(図３）：隆起性病変の大部分は紡錘形
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図１症例１の内視鏡像：有茎性の腫癌が食道内腔を占拠

している。
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